
別紙２

実
行
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算
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金
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自
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事
務

法
定
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託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

芸術団体文化活動活性化事業 ○ S47 41 1 ○ 3,600 0 0 3,600 ○ ○ 0 

芸術文化活動推進事業 元気な県政 ○ H7 18 2 ○ 14,183 0 0 14,183 ○ ○ ○ △ 2,978 

福井県文化顧問活用事業 ○ H13 12 1 ○ 1,697 0 0 1,697 ○ ○ 0 

地域文化振興支援事業 ○ H7 18 1 ○ 3,465 0 0 3,465 ○ ○ ○ 0 

福井・岐阜・三重・滋賀４県連携事業 ○ H12 13 1 ○ 28 0 0 28 ○ ○ ○ △ 28 

フレンドリーアート推進事業 ○ H15 10 2 ○ 2,948 0 0 2,948 ○ ○ ○ ○ ○ 0 

一乗谷朝倉氏遺跡活用推進事業 ○ H16 9 1 ○ 1,200 0 0 1,200 ○ ○ ○ ○ 0 

一乗谷朝倉氏遺跡レベルアップ事業 ○ H24 1 1 ○ 9,188 0 0 9,188 ○ 0 

ふくい県民文化総合推進事業 ○ ○ H18 7 3 ○ 11,537 0 0 11,537 ○ ○ ○ ○ 0 

文化教育推進事業 ○ H22 3 1 ○ 1,502 0 0 1,502 ○ ○ △ 1,502 

ふれあい文化子どもスクール開催事業 元気な県政 ○ H22 3 1 ○ 31,422 28,280 0 3,142 ○ ○ ○ 0 

子どもたちの芸術・文化体験交流事業 元気な県政 ○ H23 2 7 ○ 22,468 0 183 22,285 ○ 0 

福井の歴史的建造物保存促進事業 元気な社会 ○ ○ H15 10 1 ○ 2,228 0 0 2,228 ○ ○ ○ ○ 0 

福井の伝統的民家普及促進事業 元気な社会 ○ ○ H17 8 2 ○ 34,509 0 0 34,509 ○ ○ ○ ○ 0 

都市計画策定指導事業費 元気な社会 ○ ○ H23 2 4 ○ 5,917 0 550 5,367 ○ 0 

歴史街道推進事業 元気な産業 ○ H3 22 1 ○ 400 0 0 400 ○ ○ ○ 0 

歴史博物館調査研究事業 ○ S59 29 2 ○ 5,281 0 0 5,281 ○ ○ ○ 0 

歴史博物館企画展開催事業 ○ S59 29 2 ○ 18,956 0 3,585 15,371 ○ ○ ○ 0 

若狭歴史民俗資料館企画展開催事業 ○ S57 31 2 ○ 10,042 0 2,418 7,624 ○ ○ ○ ○ ○ 0 

朝倉氏遺跡資料館企画展開催事業 ○ S61 27 2 ○ 4,653 0 1,931 2,722 ○ ○ ○ ○ 0 

県立美術館調査研究事業 ○ S52 36 2 ○ 869 0 0 869 ○ ○ ○ 0 

県立美術館企画展開催事業 ○ S52 36 3 ○ 40,659 0 21,310 19,349 ○ ○ ○ ○ ○ 0 

県立美術館教育普及事業 ○ H7 18 1 ○ 612 0 0 612 ○ ○ ○ 0 

若狭歴史民俗資料館リフレッシュ事業 ○ H24 1 1 ○ 3,536 3,001 0 535 ○ 0 

文化施設旅行クーポン取扱手数料 ○ H16 8 1 ○ 24 0 217 △ 193 ○ ○ 0 

25 19 6 4 46 25 0 230,924 31,281 30,194 169,449 6 3 3 7 2 4 0 2 8 2 2 4 5 0 0 1 4 18 1 1 0 1 0 0 0 △ 4,508 

一般会計

平成２４年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）文化振興課

会計区分

課・室名

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

福井新々元気宣言
における位置付け

平成
24年度
予算額

 財源内訳 成果指標1結果分類



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ S47 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 41 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

3,600 3,600 3,600 3,600

3,600 3,600 3,600 3,600

3,600 3,565 3,536 3,600

73 69 72 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

　地域文化活動の創造に資する芸術文化活動団体の取組みを今後も支援する。

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 3,600 

0 

□

事業効果

の推移

平均伸び率

　芸術文化活動団体の活動の活性化が図られている。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

3,600 

・H15　県民文化の保存継承、相互交流、文化創造を目的とし、広く県民が
参加できるように行われる体験教室、鑑賞教室、講習会等の実施を補助要件
とした。

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.0%

0.0%

0.0%

#DIV/0! ※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

評価に基

づく今後

の 対 応

 〕　／　整備目標

□

#DIV/0!

千　円

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

部（庁）

成果

補助対象事業数

□

活動

#DIV/0!

見　直　し　額

計 画 の 達 成 状 況

指標

整理統合

拡　　充

継　　続■

平成２４年度予算額

□

完　　了

□ 終期の見直し

□

そ の 他

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

特　記　事　項

廃　　止

補 助 金

そ の 他

Ⅲ

（単位：千円）

結果分類

その他

〕　　　＝　　　〔

・さまざまな芸術文化活動団体への支援により、団体の行う芸術文化活動が充
実強化され、地域の文化活動が活発になることで、県民が芸術文化に親しむ機
会が拡充され、地域文化の掘り起こしや新たな文化の創造が図られる。

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

指標

[事業目的]

　芸術文化活動団体を育成し芸術文化の振興を図るとともに、各文化団体が実践する地域文化活動普及に資する取組みを支援することにより、地域文化の掘り起こしや新たな文化創造を図る。

　福井県文化協議会が実施する、または、福井県文化協議会と各文化活動団体等が共同で実施する次の事業に対し、補助する。
　　・営利を目的とせず全県的な視野に立ち定期的または継続的に行う美術、舞踏、演劇、文学等の大会、展示会、コンクール開催、出版事業
　　・県民文化の保存継承、相互交流、文化創造を目的とし、広く県民が参加できるように行われる体験教室、鑑賞教室、講習会等の事業

[予算額および指標の推移等]

２４年度

3,600

3,600

-32.3%

区　　　　　　分

［事業内容］

事      業      名 含まれる事業数芸術団体文化活動活性化事業 実行予算

文化・文化財振興

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

国　庫

県　単 経過年数

－１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ □ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

15,380 13,192 19,926 16,971

15,380 13,192 19,772 16,971

15,380 13,192 18,196 15,378

41 30 53 3

19 9 18 22

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平成２４年度予算額

14,183 

その他特定財源

0 

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

　平成１７年度に本県で開催された国民文化祭を契機として各文化団体の活動は活性化しており、
さらにレベルアップを図るとともに、文化の担い手や団体の育成と活動のさらなる広がりを進めて
いく。また、ヤングアートフェスティバル支援事業については、他部局と調整し、本事業からはメ
ニューを削除する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

所属の

方　針

[事業の評価]

決 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

-14.8%

区　　　　　　分

財源内訳

14,183 一　般　財　源

0 

国　　　　　庫

継　　続

整理統合□

■

　　(1)ヤングアートフェスティバル事業、(2)地域文化創造事業、(3)次世代育成活動支援事業、(4)国内外へのふくい文化発信、

　　(5)福井ゆかりの文化人事業、(6)公益的な事業、(7)県外公演等への参加、(8)海外公演等への参加　に対する補助

補助対象事業数 Ⅰ活動

#DIV/0!

完　　了

　各文化団体の活動について活性化が図られている。

評価に基

づく今後

の 対 応

指標

拡　　充

□

事業開始後の見直し状況

Ⅰ

実行予算

一般会計

□ 終期の見直し

特別会計
企業会計

会計区分

※１８年度の補助事業をベースにして、１９年度以降の新規事業数を計上

　　国・県指定無形民俗文化財保存会が行う、(1)地域外公演・広域的交流事業、(2)衰微している文化財の復活・復元事業　に対する補助

14,183

2.4%

7.2%

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課部（庁）

芸術文化活動推進事業

そ の 他

△ 2,978

□□

見　直　し　額

廃　　止

・平成13年度：芸術文化公演等参加事業に海外研修等への参加を新設
・平成15年度：国際的・広域的芸術文化事業と芸術文化公演等参加事業を
　　　　　　　芸術文化振興事業に統合
・平成18年度：国民文化祭の成果を継続させるための事業を新設
・平成22年度：次世代育成に寄与する活動を支援することとし事業を拡充

そ の 他

千　円

特　記　事　項

□

縮　　減

休　　止

□

［活動指標、成果指標に対する評価］
□

指標事業効果 #DIV/0!

の推移 成果 新規補助事業数 23.2%

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

事務区分
事業終了
予定年度

県　単 補 助 金

2.7%

　県民の優れた地域文化活動を支援することにより、本県文化団体の育成とさらなる底辺拡大を促進し、県民の地域文化鑑賞機会の拡充を図る。さらに、国内外の文化団体との交流を通して、本県地域文
化を国内外へ発信させるとともに、文化の相互理解と新たな地域文化の創造発展に貢献し、本県の活性化とイメージアップを図る。

法定受託事務

元気な県政

事      業      名

［事業内容］

経過年数

その他

事　業
開　始
年　度

生活に福井の文化

含まれる事業数 国　庫

[事業目的]

文化・文化財振興

２　無形民俗文化財活動活性化事業

１　芸術文化振興事業

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 14,878

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

－２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H13 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

1,744 1,744 1,744 1,719

1,744 1,744 1,744 1,719

1,676 1,551 1,730 1,719

3 1 2 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　本県の文化振興施策を計画的かつ継続的に展開するため「福井県文化顧問」を設置し、文化振興施策全般に対して総合的な見地から指導、助言を得る。

県　単

[事業の評価]

　文化顧問「山根一眞氏」の業務内容

　　・本県の文化振興施策全般に対する指導、助言

　　・国民文化祭ふくい２００５の成果を継承し、発展させる文化振興事業についての指導、助言

　　・本県の文化振興に関する各種普及広報活動への協力

［活動指標、成果指標に対する評価］

成果

指標

　今後も本県文化とその活動のＰＲ等のため、雑誌への記事掲載や指導、助言を得ることが効果的
であることから、事業を継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

1,697 

事業効果

継　　続

千　円

□ □

 〕　／　整備目標

■

　平成２０年度の「ＤＩＭＥトレンド賞」で本県が特別賞を受賞した際に尽力していただいたほ
か、全国規模の雑誌において本県文化を紹介する記事を掲載していただくなど、確実に事業の成果
があがっている。

当 初 予 算 額 の 推 移

□拡　　充

・全国規模の雑誌に連載を持ち、またテレビ出演も多く影響力が大きい山根一眞氏を
県文化顧問として活用することにより、本県の文化施策のＰＲや文化水準の向上等が
図られる。

※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

特　記　事　項

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

福井県文化顧問活用事業 含まれる事業数 国　庫
事 業
区 分

事      業      名

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

県内における講演、懇談回数

（単位：千円）

平均伸び率

-0.7%1,697
目標値、指標の積算根拠等

活動

結果分類

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

実行予算

補 助 金

財源内訳

0 

所属の

方　針

評価に基

づく今後

の 対 応
□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

見　直　し　額

の推移

予　算　額　（単位：千円）

平成２４年度予算額

1,697 

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分

指標

廃　　止

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

〕　　　＝　　　〔

□

□ 終期の見直し

そ の 他□

完　　了

27.8%

-0.5%

1.1%

1,697

一般会計

事　業
開　始
年　度

部（庁）

[予算額および指標の推移等]

２４年度

そ の 他

区　　　　　　分

文化・文化財振興

Ⅲ

その他

特別会計
企業会計

会計区分

観光営業部 文化振興課

経過年数

－３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ H7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 18 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

3,509 3,534 3,767 3,667

3,534 3,767 3,667 3,547

3,534 3,767 3,667 3,547

3 5 3 3

3 3 2 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

予　算　額　（単位：千円）

平成２４年度予算額

3,465 

0 

区　　　　　　分

　平成23年度は、前年度と比較して補助金額が増加した。今後は、さらに事業の積極的な活用に努
めたい。

財源内訳

所属の

方　針 　芸術文化の振興に有効な助成制度であり、今後も継続していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

計 画 の 達 成 状 況

の推移

指標

指標

活動

 〕　／　整備目標

補助申請事業数

事業効果

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

含まれる事業数地域文化振興支援事業

観光営業部

そ の 他

-27.8%

[予算額および指標の推移等]

3,465２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

8.9%

補助決定事業数

終期の見直し

#DIV/0!

事業開始後の見直し状況

[事業の評価]
［活動指標、成果指標に対する評価］

成果

3,465 

□

・地域における創造的で文化的な表現活動を振興して地域づくりに寄与するた
めに財団法人地域創造が行う助成事業について、全都道府県が支援を行ってお
り、美しく心豊かなふるさとづくりの推進を図っている。
・財団法人地域創造が行う助成事業について、年間事業費が減尐傾向になって
いる。

拡　　充

評価に基

づく今後

の 対 応

完　　了

□

見　直　し　額

継　　続

千　円

　　

□

廃　　止 □
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

■

□

□

□

Ⅳ

Ⅳ

※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

その他

経過年数 事務区分補 助 金

そ の 他

事　業
開　始
年　度

実行予算
事業終了
予定年度

県　単

〕　　　＝　　　〔

 

 

 

#DIV/0!

特　記　事　項

0.2%

0.2%

（単位：千円）

結果分類

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

　財団法人地域創造が助成する次の事業を支援するため、負担金を交付する。
　　１　地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに資するための事業
　　２　地方公共団体が地域において自主的に実施する創造的で文化的な表現活動のための環境づくり等に関する支援および地域間交流
　　３　地域における創造的で文化的な表現活動にかかる公演、イベント等の推進
　　４　地方公共団体が推進する美しく潤いのある地域づくりなどの創造的で文化的な環境づくり
　　５　地域における生活福祉の向上、住民の余暇活動の充実等健やかな地域社会の実現に資するための諸施策の推進

0.3%当 初 予 算 額 の 推 移 3,547

区　　　　　　分 ２４年度

［事業内容］

　ゆとりと潤いに満ちた健やかな地域社会の実現に資するため、地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりの推進を支援することにより、美しく心豊かなふるさとづくりの推進に寄与す
ることを目的とする。

[事業目的]

事      業      名

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

文化・文化財振興文化振興課部（庁）

国　庫

－４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H12 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

2,100 1,580 72 44

2,100 1,570 72 44

1,892 1,137 63 42

20,000 10,000 10,000 3

91,950 73,769 69,936 80,094

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

（単位：千円）

結果分類

福井・岐阜・三重・滋賀４県連携事業事      業      名

２４年度

[予算額および指標の推移等]

含まれる事業数

１　４県連携全国俳句募集事業
　　三重県が主催する「全国俳句募集事業」への名義共催参加および福井県賞の贈呈

[事業目的]

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

活動

終期の見直し

 〕　／　整備目標

■

Ⅳ

Ⅳ

-50.0%

#DIV/0!

-3.5%

〕　　　＝　　　〔

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円）

千　円

□

そ の 他廃　　止

完　　了

□

観光営業部

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

文化・文化財振興

事務区分

文化振興課

事　業
開　始
年　度

部（庁）

実行予算

補 助 金

国　庫

県　単

その他

　福井・岐阜・三重・滋賀４県連携の一環として、４県に共通する題材の一つである松尾芭蕉（俳句）を活かした共同連携事業を推進し、全国への情報発信を行う。

28

法定受託事務

目標値、指標の積算根拠等
-53.2%

事業終了
予定年度

そ の 他

経過年数

0 

#DIV/0!

当 初 予 算 額 の 推 移 28 -48.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 応募件数（俳句）

平成２４年度予算額

28 

成果

指標事業効果

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

 ・平成21年度：文化首都事業について平成14年度に開始して首都が2巡したこと
　　　　　　　　　から事業を廃止

区　　　　　　分 平均伸び率

チラシ等配布枚数（俳句）

-55.9%

一　般　財　源

その他特定財源 0 

□

見　直　し　額

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

28 

財源内訳

国　　　　　庫

縮　　減

　４県連携「日本まんなか共和国」ＰＲとして一定の成果があげられたので事業を終了する。今後
は、ふるさと知事ネットワークなどを通じ連携を図っていく。

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

整理統合

□

△ 28

□

休　　止

　応募件数が全国有数の俳句募集事業であり、４県連携「日本まんなか共和国」のＰＲにつながっ
ている。

拡　　充

□

□

評価に基

づく今後

の 対 応

□

－５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ H15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

3,608 3,302 2,862 2,070

3,608 3,302 2,862 2,070

3,551 3,302 2,850 2,052

4 4 4 3

8 8 8 8

3,561 3,241 2,499 3,996

215 249 230 269

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

　移動企画展等の実施や県立音楽堂等への送迎バスの運行により、嶺南地域の多くの住民が、文化
施設の催事等に触れることができている。

　嶺南地域の住民が、文化施設の催事等に触れる機会を確保するため、今後も継続して事業を実施
する。

国　　　　　庫

その他特定財源

2,948 

0 

財源内訳

一　般　財　源

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

送迎バス利用者数

計 画 の 達 成 状 況

-16.2%

移動企画展等開催回数

事業効果 送迎バス運行回数

活動 -8.3%

特　記　事　項

Ⅱ

Ⅰ

平成２４年度予算額

8.4% 320人　バス定員50人×0.8×8回

 〕　／　整備目標

継　　続

□

休　　止 □□

縮　　減□

■

事      業      名 実行予算

補 助 金

含まれる事業数フレンドリーアート推進事業

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

事　業
開　始
年　度

文化・文化財振興

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

経過年数 事務区分県　単
事業終了
予定年度

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

□

見　直　し　額

□ 廃　　止整理統合□

千　円

完　　了

終期の見直し

そ の 他

0.0%

9.3% 3,500人　移動美術館2,500人（3回）+移動企画展1,000人

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

［事業内容］

指標

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
[事業の評価]

の推移

0 

2,948 

移動企画展等観覧者数

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

　すべての地域の県民が等しく文化施設の催事等に触れる機会を確保するため、特に嶺南地域において、移動企画展等を拡充するとともに、福井市内の中核的文化施設への直行送迎バスを運行し、利便性
の向上を図る。

１　嶺南地域での移動美術館、移動企画展（歴史博物館）の実施
２　嶺南地域から県立音楽堂および県立美術館への直行送迎バス（フレンドリーアート号）の運行

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類

Ⅱ

２４年度

2,948

2,948

そ の 他その他

平均伸び率

-1.8%

-16.5%

－６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ H16 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 9 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

1,200 1,200 1,200 1,200

1,200 1,200 1,200 1,200

1,200 1,200 1,200 1,200

23 23 21 3

13,997 17,389 22,574 21,428

155,130 188,134 241,745 333,228

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

　「一乗谷朝倉氏遺跡推進協議会」を中心として、観光面を重視した誘客活動や戦国時代を再現す
る展示など遺跡全体の充実に引き続き取り組む。

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 1,200 

0 

□

事業効果

の推移

平均伸び率

　平成21年度以降、全国植樹祭開催による知名度向上等により遺跡来訪者数が増加している。ま
た、共通観覧券の発行数も着実に増加している。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

1,200 

・平成１６年７月の福井豪雨により遺跡が被害を受けたため、来訪者数が大幅に
減尐した。（２２万人→１４万人）
・平成２１年６月７日開催の第６０回全国植樹祭の式典会場となり、平成２１年度の
来訪者数は約１９万人まで回復した。

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.0%

0.0%

0.0%

29.2%

評価に基

づく今後

の 対 応

 〕　／　整備目標

□

#DIV/0!

千　円

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

部（庁）

一乗谷朝倉氏遺跡来訪者数成果

案内ボランティア登録者数

□

活動

共通観覧券発行数 16.3%

見　直　し　額

計 画 の 達 成 状 況

指標

整理統合

拡　　充

継　　続■

平成２４年度予算額

□

完　　了

□ 終期の見直し

□

そ の 他

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

特　記　事　項

廃　　止

補 助 金

そ の 他

Ⅳ

Ⅰ

Ⅰ

（単位：千円）

結果分類

その他

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

指標

[事業目的]

　特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡については、貴重な歴史的遺産として中・長期的視点に立った発掘・整備計画を推進することと並行して、遺跡の付加価値と来訪者の満足度向上を図り、本県のイメージアッ
プ資源として活用する。

「一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会」に対する負担金の交付
　　１　遺跡案内ボランティア活動の実施
　　２　吟行俳句大会やパネル展の実施
　　３　移動式茶店の運営、パンフレット作成
　　４　「福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館」と「福井市一乗谷朝倉氏遺跡復原町並」の共通観覧券の発行
　　５　周辺地域を含めた遺跡の将来像についての検討

[予算額および指標の推移等]

２４年度

1,200

1,200

-31.5%

区　　　　　　分

［事業内容］

事      業      名 含まれる事業数一乗谷朝倉氏遺跡活用推進事業 実行予算

文化・文化財振興

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

国　庫

県　単 経過年数

－７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ H24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 1 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化・文化財振興

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 一乗谷朝倉氏遺跡レベルアップ事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　平成２６年度北陸新幹線金沢駅開業に向け、遺跡の環境整備を進め、一乗谷朝倉氏遺跡資料館の機能を拡充することにより、来訪者の増加を持続的なものとするとともに、一乗谷朝倉氏遺跡を福井なら
ではの観光拠点としてレベルアップする。

［事業内容］

（１）展望地点「物見台」の整備　　遺跡内の新しい魅力的なスポットとして、遺跡主要部が眺望できる山間部に展望地点（物見台）を整備
（２）遺跡内アクセスの整備
    来訪者の利便性を確保するため、遺跡の管理者である福井市と連携し、県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館と遺跡内をつなぐシャトルバスを運行（土・日・ 祝日運行）
（３）県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館の機能強化
   資料館内に展示解説員、遺跡内に遺跡コンシェルジュを配置し、エリア 内に点在する遺跡や資料館の展示品を、来訪者に直接紹介する新たなサービスを開始
（４）全国一のフィールドミュージアムに向けたレベルアップ
   「一乗谷朝倉氏遺跡レベルアップ検討会」を設置し、エリア全体のレベルアップについて、これからの新しい方向性を検討

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,188 #DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 9,188 #DIV/0!

決 算 額 の 推 移 #DIV/0!

活動 シャトルバス返平均乗車人数 #DIV/0!

事業効果 指標 #DIV/0!

の推移 成果 資料館入館者数 #DIV/0!

指標 一乗谷朝倉氏遺跡来訪者数 #DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 9,188 

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 9,188 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
・「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡」の観光拠点化を進めるとともに遺跡内の案内充実や国内外への発
信力を強めることができている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

・遺跡の景観形成や資料館の展示の充実など、引き続き遺跡全体の魅力創出を進めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 □ ■ H18 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

38,136 42,068 27,070 13,554

36,531 39,970 26,330 12,590

33,431 39,749 24,229 11,758

36 40 29 3

18,925 30,397 26,749 27,039

75,146 52,746 39,681 34,519

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金

含まれる事業数

県　単

　「第２０回国民文化祭・ふくい２００５」に参加した分野、世代、地域別の多くの方々から得た意見を踏まえ、子どもから大人まで広く県民が日常生活の中で優れた文化・芸術に親しみ・楽しみ・深く
学ぶことのできる文化行政を総合的に推進する。

　○県民がいつでもどこでも文化に親しめるための取組み
　　・ふれあいミュージアムの開催
　　・ふくいまちかどコンサートの開催
　○県民の文化活動を促進するための取組み
　　・ふくい県民総合文化祭の開催

［事業内容］

部（庁）

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

事業終了
予定年度

結果分類

経過年数

Ⅳ

Ⅳ

平均伸び率

-25.6%

-23.9%

-35.3%

□

Ⅰ

縮　　減

・平成２２年度には、体験を重視した文化活動の推進のため、ふくい県民総合文
化祭にヤングアートフェスティバル等の事業を拡充して実施
・その一方で、平成２２年度から同文化祭ふれあいフェスティバル事業の一部を芸
術文化活動推進事業に移し、地域文化の継承・発展のために活用

２４年度

#DIV/0!

-21.3%

拡　　充 □

□ そ の 他廃　　止

事業開始後の見直し状況

休　　止

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

□

□
　子どもから大人まで広く県民が、優れた文化・芸術に親しみ、楽しみ、学ぶことのできる環境づ
くりを進めるため、事業を継続する。

■

H23目標　10,000人

H23目標　50,000人

予　算　額　（単位：千円）

継　　続

決 算 額 の 推 移

ふれあいフェスティバル助成団体数

当 初 予 算 額 の 推 移

活動

-22.5%

の推移 参加人数 16.6%

観客数

指標

特別会計
企業会計

会計区分

文化・文化財振興

成果

区　　　　　　分

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事      業      名 国　庫

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部

一般会計

法定受託事務

文化振興課

区　　　　　　分

一　般　財　源

11,537 

平成２４年度予算額

財源内訳

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

11,537 

計 画 の 達 成 状 況

12,198

11,537

事業効果

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

そ の 他その他

ふくい県民文化総合推進事業

[事業目的]

事務区分

□整理統合

完　　了

終期の見直し

千　円

□

見　直　し　額

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

　参加人数については目標値を上回っており、多くの県民が優れた文化・芸術に親しみ、楽しみ、
学ぶことができている。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

－９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

910 736

910 736

641 726

9 3

0 24

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

評価に基

づく今後

の 対 応

［活動指標、成果指標に対する評価］

活動

事業効果

文化教育推進会議の開催数

文化教育プログラムの実践校数成果

財源内訳

指標

　子供達が本物の文化芸術を鑑賞・体験する機会を提供できる。

　子供達が一流の文化を体験する事業を整理し、学校などが利用しやすいプログラムへ整理統合す
る。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

1,502 

[事業の評価]

所属の

方　針

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

千　円

□

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

文化教育推進事業 含まれる事業数

-19.1%

13.3%

（単位：千円）

平均伸び率

42.5%1,502

1,502

[事業目的]

　子どもたちが文化を楽しむ素地づくりを効果的に進めるため、学校と文化施設が協働できめ細やかな文化教育プログラムを開発し、座学と体験が一体となった文化教育を推進する。

経過年数県　単

その他

補 助 金

そ の 他

事 業
区 分

事      業      名

1,502 

0 

計 画 の 達 成 状 況

□

［事業内容］

　１　文化教育推進会議の設置
　　　学校や文化施設、教育委員会の実務者をメンバーとする文化教育推進のための実践的な会議の開催

　２　文化教育プログラム（出前授業・文化施設体験）の実践
　　　文化教育プログラムを全県の希望する小中学校で実施
　　　・文化教育プログラムを活用した、文化施設での授業や学芸員等による出前授業の実施
　　　・交通アクセスの確保に対する支援　等

[予算額および指標の推移等]

２４年度

結果分類

区　　　　　　分

-66.7%

■
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

の推移

予　算　額　（単位：千円）

平成２４年度予算額

#DIV/0!

#DIV/0!

Ⅳ

指標 #DIV/0!

特　記　事　項

見　直　し　額 △ 1,502

事業開始後の見直し状況

□

整理統合

縮　　減

休　　止

廃　　止 □

〕　　　＝　　　〔

□

□ 終期の見直し

そ の 他

完　　了□

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

国　庫 実行予算

企業会計

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

部（庁）

会計区分

文化・文化財振興

一般会計
特別会計

－１０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

31,422 31,422

31,422 30,643

31,104 30,643

7 3

98.5 98.0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

部（庁）

実行予算

文化・文化財振興

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県内の小学生が授業の一環として県立文化施設等で本物の文化・芸術にふれることにより、子どもたちの感性や豊かな心を醸成し、福井の文化やふるさとに対する関心・理解を深めてもらうとともに、
文化面での嶺北地域と嶺南地域の格差解消、県立文化施設の活用推進を図る。

　県内の小学５年生（約８，０００人）を対象に、県立音楽堂でオーケストラと直接ふれあい、子どもが楽しめる参加体験型コンサートを行うとともに、美術館やこども歴史文化館等の文化施設で楽しみ
ながら学べる体験授業を行う。
　(１)オーケストラとのふれあいコンサート
　　　教科書に出てくるクラシックの楽曲を中心とした音楽体験（鑑賞、楽器体験、指揮者体験、合唱・合奏参加 等）
　(２)文化施設での体験授業
　　　学芸員を囲んでのギャラリートーク、ワークシートやクイズラリーを使った楽しめる学習 等
　(３)交通アクセスの確保

[予算額および指標の推移等]

２４年度

31,422

31,422

元気な県政

生活に福井の文化

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数ふれあい文化子どもスクール開催事業

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ

Ⅲ

-57.1%

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合 □

財源内訳

見　直　し　額

□ 廃　　止

□

□

継　　続

千　円

特　記　事　項

そ の 他

□ 終期の見直し

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

事      業      名

31,422 

 〕　／　整備目標計 画 の 達 成 状 況

0.0%

-2.5%
目標値、指標の積算根拠等

-1.5%

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

（単位：千円）

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数補 助 金

そ の 他

□■

#DIV/0!

□拡　　充

#DIV/0!

-0.5%

　子供達が本物の文化芸術を鑑賞・体験する機会を提供できる。

予　算　額　（単位：千円）

平成２４年度予算額

完　　了

結果分類

22年度　7,784人/7,902人、23年度　7,633人/7,723人

コンサート公演数

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

の推移 小学５年生参加率（％）成果

事業効果

区　　　　　　分

指標

　子供達が文化を楽しむ素地を培うためには、出来るだけ本物に触れる機会を提供することが重要
であることから、事業を継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

3,142 

評価に基

づく今後

の 対 応

[事業の評価]

28,280 

－１１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

7 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

20,455

19,812

19,438

3

13

68,531

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　将来の福井文化の担い手を育成するために、今の子どもたちに対して本物の芸術・文化に触れる
機会を提供し、併せて子どもたちの文化活動の質を向上させる必要があることから、引き続き事業
を継続する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　県内の多くの子どもたちが、一級の芸術・文化を体験することができている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 183 

一　般　財　源 22,285 

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 22,468 ・平成２４年度から、ふるさと子どもコンサート開催事業について、対象を小学校・
幼稚園へも拡大

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 #DIV/0!

の推移 成果 一級の芸術・文化を体験する子どもの数 #DIV/0! Ｈ26目標　75,000人

年間目標　100回

事業効果 指標 県立美術館キッズミュージアム開催回数 #DIV/0! 年間目標　10回

#DIV/0!

決 算 額 の 推 移 #DIV/0!

活動 子ども文化塾開催回数 #DIV/0!

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 25,968 27.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 22,468

法定受託事務

[事業目的]

　子どもたちが本物の芸術・文化に触れる機会を増やすとともに、美術および音楽分野の活動の質を向上させることにより、将来の福井文化の担い手を育成する。

［事業内容］

　○本物の芸術・文化に触れる機会の増加 …… １ ふくい子ども文化塾開催推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ 子どもワークショップフェスティバル開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ ふくいキッズミュージアム開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４ ふるさと子どもコンサート開催事業
　○文化活動の質の向上 ………………………… １ 美術作家育成塾開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ ヤング・アート・キャンプ開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ 弦楽器奏者育成による県内音楽レベルアップ事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 子どもたちの芸術・文化体験交流事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

生活に福井の文化 その他 そ の 他

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化・文化財振興

－１２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

1 □ ■ H15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

6,127 6,127 3,128 3,128

5,375 1,556 128 1,490

5,375 1,556 48 1,362

3 1 0 3

2 2 2 2

4件（13件）　1件（14件） 　0件（14件） 　2件（16件）

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

指標

[事業目的]

市町がまちづくりに活用するために行う歴史的建造物の外観・構造の保存改修または建物所有者への改修補助に対し支援を行う。

含まれる事業数

3,128

区　　　　　　分

-33.3%

856.5%

元気な社会

豊な環境、もっと豊かに

（単位：千円）

結果分類

平均伸び率

-12.2%

2,228

２４年度

［事業内容］

□

継　　続

事業開始後の見直し状況

□

評価に基

づく今後

の 対 応

見　直　し　額

　平成１８年度に市町と連携して歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直しを行い保存を
促進してきた。今後も歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援し、歴
史的建造物の保存およびまちづくりへの活用を促進していきたい。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
□ □

完　　了

千　円

そ の 他

終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

国　　　　　庫

Ⅳ

Ⅱ

Ⅳ

□

指標

-50.0%

#DIV/0!

〕　　　＝　　　〔

予　算　額　（単位：千円） 2,228

財源内訳

区　　　　　　分

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

整理統合

■ □

□廃　　止

休　　止 □

特　記　事　項

平成15年度～17年度　歴史の香る建造物保存・活用事業
　歴史的建造物を公的活用する市町村モデル事業に対する支援制度
平成18年度～19年度　福井の歴史的建造物保存促進事業
　 市町と連携した歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直す
平成20年度～
　 歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援する制度に見直す

拡　　充 縮　　減

実行予算

目標値、指標の積算根拠等

歴史的建造物の保存改修工事に関する補助事業の実施
　①　事業主体　　市町
　②　対象経費　　歴史的建造物の保存・継承のために必要な外観および構造体の保存改修工事
　③　対象建造物　歴史的建造物の価値を活かしてまちづくりに活用されると県の審査委員会が認めたもの
　④　市町に対する県補助額
　　〔市町所有の場合〕　　　　対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）
　　〔個人・法人所有の場合〕　市町が補助する額の１／２以内かつ対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

 〕　／　整備目標

の推移

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

福井の歴史的建造物保存促進事業

企業会計
会計区分

一般会計

観光営業部 文化振興課

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単
事　業
開　始
年　度

事業効果

特別会計

300.4%

補 助 金

そ の 他

[予算額および指標の推移等]

部（庁）

事      業      名

当 初 予 算 額 の 推 移

平成２４年度予算額

その他

審査委員会開催

決 算 額 の 推 移

補助事業者数(市町数）活動

補助件数（累計件数）成果

0.0%

一　般　財　源 2,228

　平成２３年度は２市町でそれぞれ１件ずつ補助を実施した。

[事業の評価]

所属の

方　針
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

2 □ ■ H17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

38,264 38,850 36,340 42,040

19,400 17,476 27,050 29,753

19,392 17,433 26,675 29,105

3

181件 163件 145件 138件

21件（56件） 14件（70件） 24件（94件） 27件（121件）

10名 11名 14名 13名

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保全を図
るため、伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観
の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を始めた。また、関係団体（（社）福井県建築組合連
合会）と協働し、伝統工法の技能継承を図るための体制が整えられた。

　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、昨年度から開始した伝統的民家群保存活用推進地区の指
定をさらに増やし、福井らしい集落や街並み景観の保存・活用を推進していく。また、伝統的民家
群保存活用推進地区内の未利用（空き家）の伝統的民家の保存・活用についても今後支援してい
く。

国　　　　　庫

その他特定財源

34,509

財源内訳

［活動指標、成果指標に対する評価］

[事業の評価]

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

棟梁講座受講者数

の推移

事業効果 伝統的民家認定件数

活動 #DIV/0!

平成２４年度予算額

10.0%

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

-8.6%

2.7%

17.3%

伝統的民家群保存活用推進地区指定数

□

 平成17年度     個人への直接補助（補助限度額800千円）
 平成18年度～  市町への間接補助
　〔新築〕外観工事に対する市町補助額の1/2（限度額800千円）を補助
　〔改修〕外観等工事に対する市町補助額の1/2かつ経費の1/4（限度額1,500千円）を補助
平成23年度～　伝統的民家群保存活用推進地区に対する補助を拡充
　地区内の単体の土蔵等の改修への補助、地区内で行う景観づくり活動への補助を追加

■

一　般　財　源

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

事      業      名 実行予算

補 助 金元気な社会

含まれる事業数福井の伝統的民家普及促進事業

豊な環境、もっと豊かに

（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

継　　続 休　　止□

縮　　減

事務区分県　単
事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

事　業
開　始
年　度

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

見　直　し　額

□ 廃　　止整理統合□

千　円

完　　了

終期の見直し□

□

□

目標値、指標の積算根拠等

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅳ

Ⅱ新築・改修件数(累計件数)

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

（１）福井の伝統的民家に対する補助
　　　①個別の伝統的民家に対する補助　民家や付属の土蔵等の外観等の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　②伝統的民家群保存活用推進地区内の伝統的民家等に対する補助
　　　　〔民家の新築〕外観の工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２（限度額８００千円）を補助
　　　　〔民家や単体の土蔵等の改修〕外観および構造体の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　　〔地区住民が行う景観づくり活動への支援〕町並みを活かした景観保全・景観づくり活動に補助する市町に対し、市町補助額の１０／１０かつ２００千円までを地区の指定後２年間補助
（２）ふくい棟梁講座開催への支援
　　　伝統工法の技能継承を図るため、後継者育成ができる若い人材養成を支援する。〔支援内容〕講座開催経費（講師謝礼・指導員手当）の１/２（限度額５００千円）を補助
（３）福井の伝統的民家の認定
　　　伝統的民家の所有者の申請に基づき、知事が伝統的民家を認定し、「ふくいの伝統的民家証」を交付　など

[予算額および指標の推移等]

所属の

方　針

結果分類

伝統的民家群保存活用推進地区　６地区

２４年度

44,158

34,509

指標

平均伸び率

3.9%

18.3%

そ の 他

法定受託事務

経過年数

［事業内容］

そ の 他その他

　市町が実施する伝統的民家の新築および改修補助事業を支援し、伝統技能の継承を図ることにより、伝統的民家の保存・活用を促進する。また、伝統的民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保
全を図るため、市町と協働して伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を行う。

34,509
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

4 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

7,251

6,651

6,129

3

6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部

県　単 補 助 金 経過年数

都市計画策定指導事業費

部（庁） 文化振興課

国　庫

景観を県民資産に その他 法定受託事務

[事業目的]

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

事      業      名 実行予算

そ の 他

元気な社会

［事業内容］

 ○ふるさと福井景観づくり懇談会開催事業
　　　学識経験者、県民代表で組織する「ふるさと福井景観づくり懇談会」を開催し、景観関連施策の取組内容について意見、助言をいただく。
 ○福井ふるさと百景活用推進事業
　 ・ 百景の情報発信・利活用　…　観光など関係部局や市町と一体となって、多くの県民や県外者、学生などに向けた幅広い情報発信を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（県内外でのパネル展の開催、景観づくりの進め方を学習する景観セミナーの開催、百景ホームページによる景観づくり活動団体の取組内容等の紹介）
　　　　　　　　　　　　　　　…　百景選定地へのアクセス情報を掲載した百景ガイドブックの活用や周遊コース設定・イベント開催を通し、ふるさと福井の景観を紹介　など
　 ・ 景観づくり団体への支援　…　景観づくり活動に対する支援
　　　　　　　　　　　　　　　　（補助限度額）２００千円／年　（事業期間）２年間　（補助対象）ホームページ作成や勉強会開催、町並みを活かした行灯設置等の景観づくり実践活動
　 ・ 都市計画策定指導事業費　…　指導のための旅費
　 ・ 近畿地方都市美協議会負担金　…　都市景観の創造を図るため、関係市町が交流を深め施策を推進するための負担金

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

含まれる事業数
事 業
区 分

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,614 -22.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,917 #DIV/0!

決 算 額 の 推 移 #DIV/0!

活動 景観づくり懇談会の開催 #DIV/0!

事業効果 指標 #DIV/0!

の推移 成果 新たな景観づくり活動に取り組む団体数 #DIV/0! 目標値　6団体

指標 #DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,917

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 550

一　般　財　源 5,367

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し

　福井の美しい景観を守り伝えていくために、「福井ふるさと百景」を今後の県の景観施策のベースに、観光など関係部局や市町と一体となって県内外に広く発信していくことを通じ、県民にふるさとへ
の誇りと愛着を持っていただくとともに、地域の力で県民共有の財産である景観を守り育てていく仕組みづくりを進める。

「ふるさと福井景観づくり懇談会」を新設し、2回開催。外部委員の意見をいただきながら、景観
施策を進めていく。
また、福井ふるさと百景選定地において景観づくり活動を行う団体を「福井ふるさと百景活動団
体」として認定し、新たに支援を開始した。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

「ふるさと福井景観づくり懇談会」の委員に意見をいただきながら、毎年の取組内容や実施時期を
明確にし、景観施策を進めていく。
また、「福井ふるさと百景活動団体」の認定を増やし、景観づくり活動への支援を進めていくとと
もに、市町等が実施する百景選定地のビューポイントの整備について支援していく。

見　直　し　額

□ 廃　　止 □
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

整理統合

千　円

□ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ
歴史街道推進事業 1 □ □ H3 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 22 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

639 556 500 500

639 556 500 400

541 528 500 400

68 69 97 3

3

3 1 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属

補 助 金 経過年数

事      業      名 実行予算

３　観光とブランドを産業の柱に その他 そ の 他

国　庫

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

観光営業部 部（庁） 文化振興課

自 治 事 務

福井新々元気宣言におけ
る

 位 置 付 け

元気な産業 県　単

　歴史街道推進協議会負担金
　　１　日本の歴史・文化資源を世界にアピールする。
　　２　歴史・文化を活用した都市計画、まちづくり運動を推進する。
　　３　歴史・文化資源を活用したハード・ソフト両面の整備を行い、余暇ゾーンを形成する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

　歴史街道推進協議会は、近畿地区の歴史資源に新しい魅力的な切り口でスポットを当て、日本文化を世界にアピールしていくことが目的であり、本県が、協議会に参画することは、本県の歴史・文化資源
を国内外へＰＲする絶好の機会であり、イメージアップ、地域の活性化に寄与する。

含まれる事業数
事 業
区 分

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 400 -10.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 400 -14.4%

決 算 額 の 推 移 -9.2%

活動 広報ＰＲ件数（雑誌掲載、講演会等） -18.3% Ⅰ

事業効果 指標 #DIV/0!

の推移 成果 テレビ番組放映回数 #DIV/0! テレビ番組「歴史街道～ロマンへの扉～」は平成21年3月で番組終了、以降特番で年2回放送

指標 福井が取り上げられた数 #DIV/0! Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 400

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 400

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　雑誌や新聞等における連載や首都圏、関西圏での講演会、各地域でのツアーの実施、ネットワー
クを使った情報発信等を通して、歴史街道の推進を図っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　観光客の嗜好が多様化し、「体験観光」や「知る観光」が進展する中で、歴史を活かした情報発
信は有効な手法である。官民一体となった広域的な連携による情報発信は、本県のイメージアップ
を推進する上で効果的な取組みであるため、継続する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ S59 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 29 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

6,659 5,993 5,465 5,443

6,659 5,993 5,465 5,443

6,659 5,993 5,465 5,443

75 70 70 3

78,322 87,013 63,189 77,762

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　各分野に関わる諸資料の調査、研究および資料の収集を行い、その成果を常設展示、特別展示・教育普及等の事業内容に反映させる。

１　福井県の歴史、民俗、考古、美術工芸に関する資料調査
２　展示を目的とした資料の収集や復元・補修
３　日本博物館協議会負担金

結果分類

[予算額および指標の推移等]

5,281

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

-6.4%

２４年度

目標値、指標の積算根拠等
5,281

歴史博物館調査研究事業
事　業
開　始
年　度

含まれる事業数

（単位：千円）

経過年数
事業終了
予定年度

国　庫

県　単

その他

平均伸び率

-5.5%

-6.4%

2.3%

特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔

□ 廃　　止

Ⅲ

Ⅰ

そ の 他

完　　了

終期の見直し□

継　　続

□拡　　充
［活動指標、成果指標に対する評価］

　それぞれの分野において新しい事実の発見・研究の進展を図ることにより、多様化する利用者の
ニーズに応えている。また、研究成果により多彩な展示企画を可能にし、高度な情報提供を行うこ
とができている。

□

千　円

□

　新しい視点をもって、福井県の各分野に関する体系的な調査・研究を継続し、その成果をいち早
く展示や普及事業に反映させるため継続する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

文化振興課

指標 #DIV/0!

-34.1%

#DIV/0!

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

事      業      名

法定受託事務

事務区分

文化・文化財振興

平成２４年度予算額

縮　　減

休　　止

整理統合

□■

□

[事業の評価]

所属の

方　針

見　直　し　額

来館者数

□

財源内訳 その他特定財源

一　般　財　源

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

0 

5,281 

事業効果

成果

国　　　　　庫

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

資料収集件数活動

観光営業部

の推移

0 

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

 〕　／　整備目標

5,281 

－１７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ S59 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 29 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

20,993 15,480 13,462 16,604

19,532 13,980 12,298 15,560

19,489 13,980 12,209 15,453

3 4 4 3

24,439 17,801 18,052 30,697

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

　資料収集や調査研究の成果や情報を県民に公開する機会であり、常設展では紹介できないテーマ
等について公開展示する必要がある。利用者の多様な関心やニーズに応えることができ、県民の博
物館利用の機会を増やすことにつながる。

　博物館の使命として、調査研究の成果を、より早く、多彩な内容で県民に広く伝え続けるために
継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

18,956 

0 

財源内訳

一　般　財　源

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

計 画 の 達 成 状 況

-4.8%

企画展開催回数

事業効果

活動 2.8%

特　記　事　項

Ⅰ

平成２４年度予算額

#DIV/0!

 〕　／　整備目標

継　　続

・H20は、館のリニューアル５周年を記念して通常の２倍の期間の「昭和大博覧会」を
開催したため、年間開催回数は３回になった。このため、H20の回数について活動指
標の平均伸び率の算定からは除外している。
・H23は、春季と夏季の企画展を一本化して、大規模な「鉄道博覧会」を夏季に開催し
た。

□

休　　止 □□

縮　　減□

・H21から、一部の企画展について入館料を見直し

■

事      業      名 実行予算

補 助 金

含まれる事業数歴史博物館企画展開催事業

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

事　業
開　始
年　度

文化・文化財振興

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

経過年数 事務区分県　単
事業終了
予定年度

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

□

見　直　し　額

□ 廃　　止整理統合□

千　円

完　　了

終期の見直し

そ の 他

#DIV/0!

14.8%

〕　　　＝　　　〔

［事業内容］

指標

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
[事業の評価]

の推移

3,585 

15,371 

入館者数

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

　常設展示では紹介できないテーマや資料群をもって、県内の歴史や文化に関わる展覧会を開催する。

１　企画展開催事業　　（１）「玩具の１００年」　　　　　　期間：　７月２１日～　９月　２日
　　　　　　　　　　　（２）「朝日観音と泰澄ゆかりの寺」　期間：　９月３０日～１０月３１日
　　　　　　　　　　　（３）「越前の石造狛犬」　　　　　　期間：１１月　３日～１２月１６日
　　　　　　　　　　　（４）「干支と年賀状」　　　　　　　期間：　１月　３日～　２月２４日

２　企画展準備事業　　企画展開催のために調査・資料借用交渉･内容調整を行う。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類

Ⅰ

２４年度

20,989

18,956

そ の 他その他

平均伸び率

2.6%

-4.6%

－１８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ S57 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ー 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 31 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

9,781 10,227 9,394 9,085

8,405 8,590 9,394 8,566

7,993 8,188 9,264 8,103

300 300 300 3

5,500 5,500 5,500 5,500

3,390 3,312 3,262 2,555

437 589 433 517

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

10,042

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

10,997

パンフレットの配布数

　調査研究の成果や情報を県民に公開する機会であり、常設展では紹介できないテーマ等について
公開展示する必要がある。利用者の多様な関心やニーズに応えることができ、県民の資料館利用の
機会を増やすことにつながる。

計 画 の 達 成 状 況

指標

3.5%

事務区分

２４年度

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平均伸び率

実行予算

補 助 金

Ⅳ

-33.0%

含まれる事業数

［事業内容］

[事業目的]

　若狭地方の住民に、日頃見る機会の尐ない貴重な資料の鑑賞機会を積極的に提供する。また、若狭地方の歴史・民俗・文化を県内外に広く紹介する。

事 業
区 分

若狭歴史民俗資料館企画展開催事業

□

見　直　し　額

〕　　　＝　　　〔

□ 縮　　減

休　　止■

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□

□

終期の見直し

□

Ⅰ

Ⅱ活動

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

１　企画展開催事業
　　　「若狭を撮る」
　　　　期間　９月２２日～１０月２１日　１０月２７日～１１月２５日
２　郷土史講座
　　　１３講座開催
３　調査研究事業

[予算額および指標の推移等]

整理統合

□

そ の 他廃　　止

継　　続

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属 観光営業部

事      業      名

法定受託事務

文化振興課部（庁）

そ の 他

 〕　／　整備目標

□拡　　充

事業開始後の見直し状況

・入館者の伸び悩み解消のため、展示内容の充実や効果的な普及、および利用
しやすさの工夫等を実施していく。

評価に基

づく今後

の 対 応

ポスターの配布数

区　　　　　　分

Ⅱ

目標値、指標の積算根拠等

経過年数

国　庫

県　単

その他

0.0%

-8.5%

9.2%

成果 入館者数

結果分類

決 算 額 の 推 移

0.9%

1.0%

2,418 

一　般　財　源

予　算　額　（単位：千円）

平成２４年度予算額

10,042 

国　　　　　庫

その他特定財源

区　　　　　　分

文化・文化財振興

　企画展・講座とも地域の歴史・文化を紹介、再認識する機会として、今後も継続していく。

7,624 

[事業の評価]

0 

財源内訳

指標

の推移

事業効果

郷土史講座受講者数

－１９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ S61 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ー 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 27 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

6,198 5,856 4,589 9,557

4,861 5,440 3,423 7,897

4,859 5,440 3,405

45 45 45 3

29 133 35 15

4,548 4,864 5,806 8,195

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

・H9、H13、H19、H23に特別企画展開催
・H10は巡回展を京都・横浜で開催
・H16は福井豪雨被災のため中止し、移動企画展のみ小浜市内で開催国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

1,931 

2,722 

予　算　額　（単位：千円）

　遺跡の発掘調査研究の成果や文献史学的研究成果をまとめて展示し、広く一般に理解してもらう
ためには必要であり、今後も継続して実施する。なお、平成25年度からは更なる展示の充実を図る
ため、逸品展やトピック展を開催する。

事業効果

の推移

展示借用品数

観覧者数成果

指標

-41.8%

4,653

活動 開館展示日数

35.2%

8.1%

含まれる事業数

区　　　　　　分

事　業
開　始
年　度

□

□

整理統合 そ の 他

実行予算

事業開始後の見直し状況

事      業      名

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

そ の 他

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

経過年数

□ □

特　記　事　項

結果分類

補 助 金

拡　　充

 〕　／　整備目標

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事務区分
事業終了
予定年度

評価に基

づく今後

の 対 応

■

指標

継　　続

見　直　し　額

財源内訳

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

4,653 

　調査研究の成果や情報を県民に公開する機会であり、常設展では紹介できないテーマ等について
公開展示する必要がある。利用者の多様な関心やニーズに応えることができ、県民の資料館利用の
機会を増やすことにつながる。

[事業の評価]

□

0 

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

千　円

廃　　止

縮　　減 終期の見直し

完　　了□休　　止

２４年度

75.9%

計 画 の 達 成 状 況 〕　　　＝　　　〔

・H23は、一乗谷朝倉氏遺跡特別史跡指定４０周年、県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
開館３０周年、一乗谷朝倉氏庭園特別名勝指定２０周年、をそれぞれ記念した特別企
画展を開催

平成２４年度予算額

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

-31.1%

22.5%

#DIV/0!

4,918

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

法定受託事務

文化・文化財振興部（庁）

［事業内容］

[事業目的]

　一乗谷朝倉氏遺跡の調査研究成果の公開普及を図るために、朝倉氏に関する歴史資料などを公開展示し、常設展示には含まれない新しい研究成果に対し、理解と関心を深めてもらうことを目的とする。

朝倉氏遺跡資料館企画展開催事業

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

１　企画展　｢戦国一乗谷の庭園ー伝統と革新の庭園デザインー｣
　　・開催期間　　８月４日～９月１７日

２　公開講座、遺跡見学会等
　　　９講座開催

３　各種負担金

　　

国　庫

県　単

その他

－２０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ S52 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 36 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

1,294 1,165 1,048 874

1,294 1,165 1,048 874

1,294 1,165 1,047 787

3 2 1 3

201,531 207,266 182,051 184,060

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業目的]

　館蔵品を修復・保存してその価値を永続的に保つ。

１　館蔵品の修復を行う。

２　各種負担金

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

２４年度

〕　　　＝　　　〔

-12.2%

-15.0%

［事業内容］

869

869

区　　　　　　分

Ⅰ

Ⅲ

38.9%

平均伸び率

結果分類

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止■

□

見　直　し　額 千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□

事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

その他

含まれる事業数

法定受託事務

文化振興課部（庁）

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□

事務区分
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） 869 

0 

観光営業部

事      業      名

指標

継　　続 完　　了

整理統合

□

そ の 他廃　　止 □

拡　　充

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

県立美術館調査研究事業

事業開始後の見直し状況

#DIV/0!

平成２４年度予算額区　　　　　　分

事業効果 指標

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

-9.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

活動 修復数

その他特定財源

の推移

#DIV/0!

-2.7%来館者数成果

計 画 の 達 成 状 況

文化・文化財振興

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応

　貴重な館蔵品は良好な状態で保護され、継承されるべきであり、修復事業を実施することは有効
である。

　今後も、劣化の激しさや作品の重要度を考慮に入れながら、計画的に館蔵品を修復していく。

一　般　財　源

0 

869 

財源内訳

[事業の評価]

－２１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 □ ■ S52 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 36 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

32,655 47,162 50,039 37,453

32,580 47,032 48,395 34,697

32,450 46,160 47,138 32,469

4 4 4 3

3 3 3 3

17,927 25,489 20,443 40,469

1,734 1,814 2,066 2,195

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

0 

区　　　　　　分

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

活動 企画展開催件数

予　算　額　（単位：千円）

［活動指標、成果指標に対する評価］

計 画 の 達 成 状 況

指標

一　般　財　源

　県民に、優れた美術品に身近で接する機会を提供するために有効である。
　美術館利用者の多様な関心やニーズに応えるためにも開催が必要である。

19,349 

・平成１５年度から移動美術館の開催回数を２回から３回に拡充した。(敦
賀１回　小浜２回)
・平成１７年度から敦賀会場について立地的により多くの集客が期待できる
「プラザ万象」にした。

[事業の評価]

21,310 

事業効果

の推移 企画展入館者数

経過年数

移動美術館開催回数

-8.3%

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

その他

結果分類

（単位：千円）

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等
9.5%

6.3%

4.4%

平成２４年度予算額

40,659 

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部

事      業      名

法定受託事務

移動美術館入館者数 8.2%

40.1%

千　円

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

完　　了
評価に基

づく今後

の 対 応

■

□

□拡　　充 □

所属の

方　針

特　記　事　項

・平成２３年度春季の「江展」は、観光営業部ブランド営業課の事業予算で開催

 〕　／　整備目標

□

廃　　止

□

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

見　直　し　額

□整理統合 そ の 他□

Ⅰ

縮　　減

〕　　　＝　　　〔

継　　続 休　　止□

終期の見直し

事業開始後の見直し状況

　時代に即応した優れた美術品の研究を行い、その成果を発表・紹介する場として今後も継続す
る。

一般会計
特別会計
企業会計

指標

[事業目的]

　国内外の優れた美術品や県内の美術作品の紹介により、県民の文化レベルの向上を図る。

１　企画展開催事業　　　（１）「ストラスブール美術館展」　　期間：　４月２０日～　５月２０日
　　　　　　　　　　　　（２）「魔法の美術館」　　　　　　　期間：　７月２６日～　８月２６日
　　　　　　　　　　　　（３）「土屋公雄展」　　　　　　　　期間：　９月１６日～１０月２１日
２　企画展準備事業
３　館蔵品公開展事業　　嶺南地域における移動美術館の開催（敦賀市１回、小浜市２回）
４　各種負担金

[予算額および指標の推移等]

２４年度

42,220

40,659

0.0%

文化・文化財振興

事業終了
予定年度

事務区分

部（庁）

当 初 予 算 額 の 推 移

会計区分

［事業内容］

含まれる事業数県立美術館企画展開催事業

区　　　　　　分

文化振興課

事　業
開　始
年　度

－２２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

770 693 623 621

770 693 623 621

697 677 599

97 89 90 3

291 288 295 298

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業目的]

　開かれた美術館づくりを行うため、ボランティアを導入し、県民に実践的な生涯学習の場を提供すると共に、館と地域の結びつきを強化する。

ボランティア導入事業
　１　ボランティア導入
　２　解説ボランティア育成事業の実施

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

２４年度

〕　　　＝　　　〔

-6.8%

-38.1%

［事業内容］

612

612

区　　　　　　分

Ⅳ

Ⅱ

-34.6%

平均伸び率

結果分類

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止■

□

見　直　し　額 千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□

事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

その他

含まれる事業数

法定受託事務

文化振興課部（庁）

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□

事務区分
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） 612 

0 

観光営業部

事      業      名

指標

継　　続 完　　了

整理統合

□

そ の 他廃　　止 □

拡　　充

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

県立美術館教育普及事業

事業開始後の見直し状況

#DIV/0!

平成２４年度予算額区　　　　　　分

事業効果 指標

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

-5.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

活動 ボランティア登録人数

その他特定財源

の推移

#DIV/0!

0.8%ボランティア活動日数成果

計 画 の 達 成 状 況

文化・文化財振興

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応

　現在ボランティアが行っている諸活動によって、美術館運営がより効果的になっている。

　解説ボランティア育成を目指し、育成講座等を行っており、美術を中心とする生涯学習を推進す
るために事業を継続する。

一　般　財　源

0 

612 

財源内訳

[事業の評価]

－２３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化・文化財振興

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 若狭歴史民俗資料館リフレッシュ事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　舞鶴若狭自動車道の全線開通に向け、若狭歴史民俗資料館において、県内外からの来訪者が、嶺南地域の歴史・文化・民俗・芸能を分かりやすく学べ、さらに若狭の文化財や伝統行事の直接体験に結び
つく情報を得られるセンターとして、展示解説機能および地域の総合案内機能を充実・強化する。

［事業内容］

 ① 展示の更新
　現在の展示は平成5年に更新して18年を経過しており、新出資料や研究成果等の情報の追加など、県内だけでなく隣接する近畿圏にも広く嶺南地域の歴史文化を情報発信できるように更新
 ② 施設・設備の改修
　昭和57年に開館後、30年以降が経過して施設・設備機器類の経年劣化が進んでいるため改修およびバリアフリー対策

実施期間：平成２４年度～平成２６年度

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,536 #DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,536 #DIV/0!

決 算 額 の 推 移 #DIV/0!

活動 #DIV/0!

事業効果 指標 #DIV/0!

の推移 成果 #DIV/0!

指標 #DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,536 

財源内訳

□

国　　　　　庫 3,001 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 535 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　リニューアルの基本的方針を決定することができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

　舞鶴若狭自動車道の全線開通に合わせ、新たに「博物館」として機能を強化していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－２４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

4 □ ■ H16 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

367 463 30 27

542 6 4 27

485 6 4 1

0.1% 0.5% 0.2% 0.1%

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２４　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化・文化財振興

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 文化施設旅行クーポン取扱手数料 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　旅行エージェントを活用し、旅行クーポンを導入することにより、入館者の利便性向上を図る。

［事業内容］

 旅行エージェントと旅行クーポンによる入館を可能とする契約を締結し、取扱手数料を支払い。

 実施施設：歴史博物館、若狭歴史民俗資料館、一乗谷朝倉氏遺跡資料館

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２４年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 24 -22.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 24 147.6%

決 算 額 の 推 移 -69.0%

活動 #DIV/0!

事業効果 指標 #DIV/0!

の推移 成果 クーポンによる入館数割合 96.7% Ⅳ

指標 #DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２４年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 24 ・平成２０年度まで恐竜博物館が所管替え

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 217 

一　般　財　源 △ 193 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　利用率は低いが、利用者の文化施設を利用する場合の選択肢が増え利便性の向上に寄与してい
る。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

　利用者の利便性に寄与しているため、今後も継続して実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－２５－


